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あたりまえの社会を考えるシンポジウム 

－貧困・格差の現場から－ 

                       （紹介） 

 

 

 安倍政権は、一部の投資家や大企業中心の経済政策を展開し、デフレ脱却・２％との物

価上昇を求めて来ました。「雇用状況が改善し賃金も上昇した」と、結果を誇示しています

が、圧倒的な非正規雇用者の増大をもたらし、実質賃金は物価上昇を踏まえて下降の一途

をたどっています。特に非正規の女性労働者の賃金水準は低く、男性の正規労働者の約56％

程度に止まっています。そのため、圧倒的に女性が多い一人親家庭の相対的貧困率は、54％

で過半数を超えています。貧困は教育にも影響を与え、進学を断念せざるをえなかったり、

奨学金制度の不備によって大學卒業時には多額の借金を抱える例も報道されています。格

差と貧困が蔓延し、子どもたちの貧困、母親の貧困は社会問題化しています。 

 平和フォーラムはこの問題をきわめて重要な課題と捉えて、下記の通りシンポジウムを

開催することとしました。（主催および協賛団体は以下の通りですが、集会のコーディネー

トは平和フォーラムが行っています。） 

 各単会のみなさまにおかれましても主旨ご理解のうえ、ご参加くださいますようお願

いいたします。 
 

記 

 

 集会名  あたりまえの社会を考えるシンポジウム－貧困・格差の現場から－ 

 

1 日 時   4 月 20 日（金） 18 時 30 分開会 （開場 18 時 00 分） 

2  会 場  北とぴあ さくらホール  東京都北区王子 1-11-1 

              （東京メトロ南北線・王子駅 5 番出口直結、京浜東北線・王子駅北口 2 分                

都電荒川線・王子駅前 5分） 

3 主 催  安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民連合 

4 協 賛  戦争させない・9条壊すな総がかり行動実行委員会 

5 次 第  開会挨拶  山口二郎（法政大学教授） 

       シンポジウム 



                コーデュネーター  本田由紀（東京大学教授） 

        シンポジスト    前川喜平（元文部科学省事務次官） 

                  雨宮処凛（活動家・作家） 

                 赤石千衣子（NPO 法人しんぐるまざあず・ふぉ                       

ーらむ理事長）   

                                    山崎一洋（下野新聞真岡総局長・子どもの希望取                      

材班デスク） 

閉会挨拶  戦争させない・9条壊すな総がかり行動実行委員会 

 

  6 参加要請  関ブロ近県単会 紹介 

 

以上 


